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社会福祉法人東京コロニーは2 019年現在、
障害福祉サービス事業７ヶ所、グループホーム４ヶ所等の
施設を経営、約 520名の障害のある方に事業提供している。

●当法人のIT利用事業の成り立ち 
1951年法人設立以来、一貫して一般雇用が難しい方々の
職業リハや、就業の場の開拓を実施。
職能開発室の「IT技術者在宅養成講座」はその一つであり 
30年目を迎えている。 14



１．職能開発室の概要
• 

•

1980年代から、重い障害や疾病のある方の働き方
の研究、支援をスタート 

就労水準にあわせた情報処理技術の遠隔講座が特徴 

30年間のこだわりは３つ

「飯の種としてのIC Tの技術獲得 」
「支援機器の十分な活用」
「自分仕様の労働環境（在宅等）」 →下の４事業を展開
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● その結果

2018年、修了生150名のうち、６割が在宅雇用へ、
２割は在宅フリーランスへ（５割がIT の国家資格取得） 

在宅就業
（フリーランス）

支援

在宅 
ICT教育

在宅雇用
支援 

IT支援機器 支援事業（東京都障害者ＩＴ地域支援センター）
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●参考 講習修了生の進路状況 

企業に在宅で

就職 64%

フリーランス・

自営 
24%

福祉就労 
2%

その他 
10% 

※2018年３月現在（講座修了 150名）
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２．在宅で受講する ICT教育

▼

•
•
•

IT技術者在宅養成講座とは

２年間、毎日、メール、ネット掲示板で指導のやりとり 
２週間に１回、講師が自宅を訪問 
技術だけでなく、社会性、
在宅で働くための力点について教育

集合スクーリングその他、企業訪問

情報処理試験（国家試験）の支援 18



オリジナルの在宅教育用ツール 課題はメールを中心にやりとり

常時接続のテレビ会議や、SN Sなども活用するが、基本的にはドキ
ュメントとして残せる形で学習成果を積み上げていく。

テレワークロボットなど、遠隔で働くテクノロジーは進化しつづける。
それだけに、そこには、より人間的な職業訓練が大事。
数回の面談やネット教育だけではわからない個別の可能性は、模擬
就労など厚いやりとりを重ねてこそ、精度の高い評価が可能 19



３．在宅就労への支援

１） テレワークの可能性についての広報、啓蒙

－ セミナー実施（事業主、職業カウンセラー、HW 担当者等々）

－ テレワーク研修実施（特別支援学校生徒、リハセン PTAの方）

２） 受講者の支援データベース活用
－ 精度の高いマッチングへの記録

３） 職域・事業主とのマッチング

４） 事業主への在宅勤務前後のフォロー

20



●
▼

特別支援学校との連携
テレワーク研修と、支援機器の見学実施

機能障害としては重度の生徒が多くなっている。
しかし、働く可能性と障害は連動しない。
「入力は視線で」、「聴覚はスマホで」、補える方法は
次々と。

テレワークなど 「就労」 の幅広いゴールを理解した
ところで、生徒の顔は輝き始める。

希望者には、
支援機器の見学や相談も実施。
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• 

・

・

・

●修了生のテレワーク昨今の採用例 
基礎的学力で可能な作業から、
一定の学習や経験の積み上げが必要な作業まで多様に

WEB関系 
–

–

– 

-

–

–

クリエイト、 HTMLの編集 
リサーチ 
SNS・クチコミサイトパトロール、コラム

事務処理系 
書類作成、集計業務、文書管理

ICT活用系 
ヘルプデスク 
ドキュメント制作

プログラミング、データベース 等 22



障害のある方の在宅雇用・フリーランスの事例データべース
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４．在宅で働くことの主な課題

◆「テクノロジー」の個別適合、カスタマイズの課題

様々な労働効率を上げる支援機器。

個別の機器のカスタマイズや評価の保障が急務。

◆就労時に公的ヘルパーが利用できない課題

障害者総合支援法では、公的ヘルパーは、
経済活動（労働時間）に対しては使えない。

「労働」か「福祉」かの選択を迫られる問題
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●参考 就労とヘルパー利用実態緊急調査（全障テレネット）

就労中あるいは公的な就労支援事業の利用中における、訪問介
護サービス等の利用実態について、緊急に状況収集（2017.8）
ヘルパー利用ができないため就労を諦めている人や、家族負担

となっている方、危険と隣り合わせの方などの状況が見えてきた

16

▼就労中必要なサポート 

① トイレ介助 
② 姿勢の調節 
③ 給水やエアコン調整 
④ PCまわりの環境設定 

(キーボード位置決めなど） 
⑤ 呼吸器などの装置関連 
⑥ 非常時のサポート 
⑦ 上記ほぼ全て

。
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● テクノロジーと制度は両輪。

「福祉」か「医療」か「労働」かの時代ではなく、
「福祉も医療も労働も」。
誰もが自分仕様の「ディーセントワーク」へ

 テレワーク事例 等
http://www.challenge.jeed.or.jp/index.html（高齢・障害・求職者雇用支援機構）
http://www.tocolo.or.jp/syokunou/triangle/jirei.html（東京コロニー）
http://www.japan-telework.or.jp/（日本テレワーク協会）

2019．２ 社会福祉法人東京コロニー 社会福祉士 堀込真理子 
horigome@tocolo.or.jp 

Tel：03-6914-0859 Fax:03-6914-0869 
Http://www.tocolo.or.jp/syokunou/ 26
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